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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側面、天面、側面、底面、糊代片をそれぞれ折れ線を介して連設し、前記天面の両側辺
にはそれぞれ前面と後面を折れ線を介して連設し、前記底面の両側辺にはそれぞれ前下面
と後下面を折れ線を介して連設し、前記両側面の両側辺にはそれぞれ前下折り込み片と後
下折り込み片を折れ線を介して連設したカートンブランクを組み立ててなるカートンで、
前記天面に並行する開口用破断線を設け、前記前面に前記開口用破断線に連続して開封用
破断線を設け、該開封用破断線および前記開口用破断線を引き裂くことにより、前記天面
および前記前面の一部をそれぞれ開口用開閉部分および開封用開閉部分として開口可能と
した易開封性カートンであって、
　前記前面の中央に前記開封用破断線の間隔を狭くして前記開封用開閉部分から突出する
形状の摘まみ部を設け、
　再封時に、前記摘まみ部を前記前面及び前記前下折り込み片の間に差し込むことを特徴
とする易開封性カートン。
【請求項２】
　前記係止部は、前記前下面の上辺中央部に位置していることを特徴とする請求項１に記
載の易開封性カートン。
【請求項３】
　前記係止部の上辺が、山形であることを特徴とする請求項１に記載の易開封性カートン
。
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【請求項４】
　前記天面において、前記開口用破断線が、前記天面と前記両側面の間の折れ線よりも内
部にあることを特徴とする請求項１に記載の易開封性カートン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中に収納した内容物を取り出し易くした易開封性カートンの構造に関し、特
に再封性を向上させた易開封性カートンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、食品、菓子等を包装するカートンにおいて、易開封性が付与されているタイプの
カートンの代表的なものとして、図６－ａに示すように、前面から天面に渡る開閉部分を
設けた横置きタイプのものが知られている。この易開封性カートン２は、前面の一部から
なる摘まみ部分を引っ張り、一対の開封用破断線ｑ、ｑに沿って前面を破断し、一対の開
口用破断線ｐ、ｐに沿って天面を破断することにより、図６―ｂに示すように、開封用開
閉部分Ｑおよび開口用開閉部分Ｐを開けることで内容物を取り出すようになっている。そ
して、この易開封性カートンにおいては、差し込み片Ｍおよび差し込み口Ｎを設けること
によって、再封して内容物を保存することができるように工夫されたものが広く知られて
いる。このように、一旦開けた開封用開閉部分Ｑおよび開口用開閉部分Ｐは、差し込み片
Ｍを前下面に切り込みで設けた差し込み口Ｎに差し込んで閉じて再封するような形状が多
く使用されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００３】
【特許文献１】特開平９－１９３９２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、このような再封が可能な易開封性カートンおいては、再封のために差し
込み片Ｍを差し込み口Ｎに挿入しようとしても、紙が反発して挿入しづらいという欠点が
あった。この差し込み片Ｍを挿入しづらいという欠点を補うために、差し込み片Ｍに直線
状の折罫を設けた形状の易開封性カートンがあるが、再封する際に起こる差し込み片Ｍの
部分の紙の反発を抑えることができたが、折ぐせがついてしまって抜けやすくなり、再封
性が低下するという問題がある。
【０００５】
　本発明は上述した問題を解決することを課題とし、易開封性カートンにおいて、開封が
容易であり、かつ、再封性が良好な形状の易開封性カートンを提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、請求項１に記載したように、側面、天面、側面、底面、糊代片をそれぞれ折
れ線を介して連設し、前記天面の両側辺にはそれぞれ前面と後面を折れ線を介して連設し
、前記底面の両側辺にはそれぞれ前下面と後下面を折れ線を介して連設し、前記両側面の
両側辺にはそれぞれ前下折り込み片と後下折り込み片を折れ線を介して連設したカートン
ブランクを組み立ててなるカートンで、前記天面に並行する開口用破断線を設け、前記前
面に前記開口用破断線に連続して開封用破断線を設け、該開封用破断線および前記開口用
破断線を引き裂くことにより、前記天面および前記前面の一部をそれぞれ開口用開閉部分
および開封用開閉部分として開口可能とした易開封性カートンであって、
　前記前面の中央に前記開封用破断線の間隔を狭くして前記開封用開閉部分から突出する
形状の摘まみ部を設け、
　再封時に、前記摘まみ部を前記前面及び前記前下折り込み片の間に差し込むことを特徴
とする易開封性カートンである。
【０００７】
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　本発明の実施態様は以下のとおりである。
　請求項２記載の実施態様は、前記係止部は、前記前下面の上辺中央部に位置しているこ
とを特徴とする請求項１に記載の易開封性カートンである。
【０００８】
　請求項３記載の実施態様は、前記係止部の上辺が、山形であることを特徴とする請求項
１に記載の易開封性カートンである。
【０００９】
　請求項４記載の実施態様は、前記天面において、前記開口用破断線が、前記天面と前記
両側面の間の折れ線よりも内部にあることを特徴とする請求項１に記載の易開封性カート
ンである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明における易開封性カートンによれば、開封用開閉部分を開封した時に表出する前
下面の一部である係止部の内側に開封用開閉部分の摘まみ部を差し込むことにより、再封
が容易にでき、かつ、外れにくく再封性が良好であるという効果を有するものである。ま
た、通常の易開封性カートンの製造工程で行うことができ、生産工程の変更を行うことな
く製造できるという効果も有している。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、再封性の良好な本発明の易開封性カートンの実施の形態について図を用いて詳細
に説明する。
【００１３】
　図１は、本発明の易開封性カートンの一実施例を示す斜視図である。易開封性カートン
１は、前面１６、天面１２、後面１７、底面１４、両側面１１、１３からなる直方体のカ
ートンであり、天面１２には、一対の並行する開口用破断線ｐ、ｐが設けられ、前面１６
には、開口用破断線ｐ、ｐに連続して一対の開封用破断線ｑ、ｑが設けられ、該開封用破
断線ｑ、ｑおよび開口用破断線ｐ、ｐを引き裂くことにより、前面１６の一部の開封用開
６の中央辺縁は、開封用開閉部分Ｑが開封しやすいように開封用破断線ｑ、ｑ間の幅を狭
くして摘まみ部１６ａとしている。
【００１４】
　図２は、図１の易開封性カートン１の開閉部分を開けた状態を示す斜視図であり、前面
１６の摘まみ部１６ａを摘んで開封し、前面１６の開封用開閉部分Ｑおよび天面１２の開
口用開閉部分Ｐを開口した状態を示している。この開口した状態で、易開封性カートン１
の中に収納されている商品を取り出すことができる。そして、開封用開閉部分Ｑを開口し
た状態で開封口Ｑ'から表出した前面１６の下面となる前下面１８の係止部１８ａ（斜線
部分）と前下折り込み片２０、２２との間に前面１６の摘まみ部１６ａを差し込むことに
より再封することができる。
【００１５】
　図３は、図１の易開封性カートン１を組み立てるブランクを示す展開図であり、ブラン
面１４、糊代片１５が連設され、天面１２の右左の辺には折れ線ｅ、ｆを介してそれぞれ
前面１６と後面１７が連設され、底面１４の右左の辺には折れ線ｇ、ｈを介してそれぞれ
前下面１８と後下面１９が連設され、そして、側面１１の右左の辺には折れ線ｉ、ｊを介
してそれぞれ前下折り込み片２０、後下折り込み片２１が連設され、側面１３の右左の辺
には折れ線ｋ、ｌを介してそれぞれ前下折り込み片２２、後下折り込み片２３が連設され
ている。
【００１６】
　また、天面１２には、横方向に一対の開口用破断線ｐ、ｐを設けられている。この一対
の開口用破断線ｐ、ｐにより囲まれる領域は開口用開閉部分Ｐとなり、天面１２の一対の
断線ｐ、ｐが破断され開口される。この一対の開口用破断線ｐ、ｐは必ずしも平行である
必要はなく、傾斜した線であってもよい。また、開口用破断線ｐは直線ではなく、曲線で
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あってもよい。従って、開口用開閉部分Ｐの形状は、四辺形、台形が基本であるが、種々
の形状とすることができる。なお、開口用破断段線ｐ、ｐは折れ線ａ、ｂよりも天面１２
の内部にあってもよい。内部にあると，開封後においても成形性が保たれ、内容物の取出
しがスムースになる。一対の開口用破断線ｐ、ｐは、破断しやすいように、Ｙ字状切れ目
、Ｌ字状切れ目、ミシン目などで設けることが好ましい。
【００１７】
　また、前面１６には、天面１９の開口用破断線ｐ、ｐに連続して一対の開封用破断線ｑ
、ｑが設けられている。この一対の開封用破断線ｑ、ｑにより囲まれる領域は開封用開閉
部分Ｑとなり、前面１６の一対の開封用破断線ｑ、ｑが破断され開封される。また、この
開封用破断線ｑ、ｑは辺縁では指で摘まみやすいように、間隔を狭くし摘まみ部１６ａを
設けることが好ましい。この摘まみ部１６ａを摘まみ、開封用破断線ｑ、ｑを切り裂くこ
とから開封を始めることができる。この摘まみ部１６ａは、開封用開閉部分Ｑから突出し
て設け、形状は、例えば、半円形、台形、三角形等とすることができる。
【００１８】
　また、前下面１８の形状は、易開封性カートンを組み立てた状態で、上に重ね合わされ
る前面１６の開封用開閉部分Ｑを開封した時に、開封口Ｑ'の下部で前下面１６ａの一部
が係止部１８ａとして表出する形状とする。その係止部１８ａの内側に、開封した開封用
開閉部分Ｑを差し込むことにより、再封することができる。従って、摘まみ部１６ａが差
し込み易いように、係止部１８ａは前下面１８の上辺中央部に位置すること、そして、係
止部１８ａの上辺が山形であることが好ましい。
【００１９】
　上記のブランク１０から易開封性カートン１を組み立てて商品を収納するには、まず、
図４－ａに示すように、底面１４を折れ線ｃで側面１３側に折返し、つぎに、側面１１を
折れ線ａで天面１２側に折り曲げて、糊代片１５と側面１１とを貼り合わせて、図４－ｂ
に示すように、折り畳んだ状態の易開封性カートン１とすることができる。
【００２０】
　つぎに、このサック貼りして折り畳んだ状態の易開封性カートン１を、図４－ｃに示す
ように、実際に内容物を充填する工程で角筒状に起こし、両方の後下折り込み片２１、２
３を内側に折り曲げてから、後下面１９、後面１７の順にそれぞれ内側に折り曲げて互い
に接着することにより、図４－ｄに示すように、一方の側を閉鎖する。この状態で他方の
側面開口から内容物を充填する。このように内容物を収納した後、図４－ｅに示すように
、両方の前下折り込み片２０、２２を内側に折り曲げてから、前下面１８、前面１６の順
にそれぞれ内側に折り曲げて互いに接着することにより他方の側を閉鎖する。これにより
図１に示す易開封性カートン１が作成される。
【００２１】
　上記のような方法以外に、易開封性カートン１を折り畳んだ状態にしないで内容物を収
納する、いわゆるラップラウンド方式の充填方法においても充填包装を行うことができる
。すなわち、ブランクの状態から直接内容物を包装する方法で、ブランク１０において底
面１４に内容物を載置し、それぞれの面で包むようにし、糊代片１５と側面１１を貼り合
わせ、前下面１８と前面１６、後下面１９と後下面１７とを貼り合わせることによって図
１に示す易開封性カートン１が作成される。なお、係止部１８ａの裏面については糊付け
を避けるようにする。摘まみ部１６ａの挿入を妨げないようにするためである。
【００２２】
　図１の易開封性カートン１を開封するには、従来の易開封性カートンと同様、図５－ａ
に示すように、前面１６の摘まみ部１６ａを摘んで引っ張り上げ、そして、摘まみ部１６
ａの横への開封用破断線ｑ、ｑを引き裂いて開封用開閉部分Ｑを開封しはじめる。引き続
いて前面１６の開封用開閉部分Ｑを開封した後に、図５－ｂに示すように、天面１２の天
面開封部分Ｐを両側の開口用破断線ｐ、ｐに沿って引き裂くことにより、図２に示すよう
に、開封用開閉部分Ｑと天面開封部分Ｐが開口された状態とする。この状態で収納されて
いる商品を取り出すことができる。
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【００２３】
　そして、一旦開けた開閉部分を再封する際には、開封用開閉部分Ｑを開封した後に開封
口Ｑ'から表出する前下面１８の係止部１８ａを、前下折り込み片２０、２２との間に差
し込んで係止することができる。
【００２４】
　なお、本実施例においては易開封性カートンの展開図を図１の形としているが、易開封
性カートンの形は自由に形成することができ、その形状は、立方体、多角柱、かまぼこ型
等とすることができる。
【００２５】
　また、使用される材料としては、紙が主として用いられるが、紙以外の材料として、ポ
リプロピレン、ポリエチレンテレフタレート等のプラスチックシート等も使用することが
できる。さらに、紙とプラスチック、金属箔等からなる積層体を材料として使用すること
もできる。
【実施例】
【００２６】
　以下、本発明による易開封性カートンの実施例について説明する。
【００２７】
　まず、坪量３１０ｇ／ｍ2の板紙（商品名：ウルトラＨ（大昭和製紙株式会社製））の
表面に絵柄、文字などの印刷を、オフセット印刷で施した。印刷の表面には、プレス加工
により艶出しの表面加工も行った。この多面付けで印刷および表面加工を行った枚葉状の
面紙から図３に示すような所定の形のブランクに打ち抜いた。
【００２８】
　つぎに、底面１４を折れ線ｃで側面１３側に折返し、つぎに、側面１１を折れ線ａで天
面１２側に折り曲げて、糊代面１５と側面１１とを貼り合わせて、折り畳んだ状態の易開
封性カートン１とした。
【００２９】
　つぎに、このサック貼りして折り畳んだ状態の易開封性カートン１を、実際に内容物を
充填する工程で角筒状に起こし、両方の折り込み片２１、２３を内側に折り曲げてから、
後下面１９、後面１７の順にそれぞれ内側に折り曲げて互いに接着することにより、一方
の側を閉鎖する。この状態で他方の側面開口から内容物を充填する。このように内容物を
収納した後、両方の折り込み片２０、２２を内側に折り曲げてから、前下面１８、前面１
６の順にそれぞれ内側に折り曲げて互いに接着することにより他方の側を閉鎖する。これ
により図１に示す易開封性カートン１が作成した。
【００３０】
　この易開封性カートン１は、前面１６の摘まみ部１６ａを摘んで引っ張り上げ、そして
、摘まみ部１６ａの横への開封用破断線ｑ、ｑを引き裂いて開封用開閉部分Ｑを開封しは
じめ、引き続いて前面１６の開封用開閉部分Ｑを開封した後に、天面１２の天面開封部分
Ｐを両側の開口用破断線ｐ、ｐに沿って引き裂くことにより、開封用開閉部分Ｑと天面開
封部分Ｐが開口された状態とすることができ、中に収納されている商品を取り出すことが
できた。
【００３１】
　また、一旦開けた部分を再封する際には、開封用開閉部分Ｑを前下面１８の一部の開封
口Ｑ'から表出した係止部１８ａの内側に摘まみ部１６ａから前下面１８の一部が表出し
た係止部１８ａの内側に差し込むことによって、係止することができた。
【産業上の利用可能性】
【００３２】
　具体的な用例としては、菓子、食品等を収納するカートンに使用することができ、特に
、内容物を取り出し易く、かつ、再封ができるカートンに広く利用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】本発明の易開封性カートンの一実施例を示す斜視図である。
【図２】図１の易開封性カートンの開閉部分を開封、開口した状態を示す斜視図である。
【図３】図１の易開封性カートンを形成するブランクを示す展開図である。
【図４】ブランクから本発明の易開封性カートンを組み立てる工程を説明する図である。
【図５】本発明の易開封性カートンの開封方法を説明する図である。
【図６】従来の易開封性カートンの例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
　　１　　易開封性カートン
　　２　　従来の易開封性カートン
　１０　　ブランク
　１１　　側面
　１２　　天面
　１３　　側面
　１４　　底面
　１５　　糊代片
　１６　　前面
　１６ａ　摘まみ部
　１７　　後面
　１８　　前下面
　１８ａ　係止部
　１９　　後下面
　２０　　前下折り込み片
　２１　　後下折り込み片
　２２　　前下折り込み片
　２３　　後下折り込み片
　　ｐ　　開口用破断線
　　ｑ　　開封用破断線
　　Ｐ　　開口用開閉部分
　　Ｑ　　開封用開閉部分
　　Ｑ'    開封口
　　Ｍ　　差し込み片
　　Ｎ　　差し込み口
　ａ～ｌ　折れ線



(7) JP 4723234 B2 2011.7.13

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(8) JP 4723234 B2 2011.7.13

【図６】



(9) JP 4723234 B2 2011.7.13

10

フロントページの続き

(74)代理人  100088694
            弁理士　弟子丸　健
(74)代理人  100103609
            弁理士　井野　砂里
(72)発明者  山田　雄二
            東京都新宿区市谷加賀町一丁目１番１号　大日本印刷株式会社内

    審査官  武内　大志

(56)参考文献  実開昭５４－０６１８１９（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開平０９－００２４５７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６５Ｄ　５／００－５／７６
              Ｂ６５Ｄ　７７／３０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

